


新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

日
ご
ろ
は
、
市
政
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
 

昨
年
は
、
原
油
の
高
騰
、
ア
メ
リ
カ
で
の
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
破
た
ん
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

回
復
基
調
を
続
け
て
き
た
日
本
経
済
も
や
や
陰
り

が
見
え
、
こ
の
地
方
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
手
陶

磁
器
商
社
が
経
営
に
行
き
詰
ま
る
な
ど
、
大
変
厳

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

一
方
、
本
市
で
は
長
年
に
わ
た
り
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
企
業
誘
致
に
よ
り
、

土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
、
土
岐
ア
ク
ア
シ
ル

ヴ
ァ
な
ど
の
工
業
団
地
に
企

業
の
進
出
が
相
次
い
で
決
定

し
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て

第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な

り
ま
し
た
。
 

本
年
は
、
こ
れ
ら
の
進
出

企
業
の
工
場
建
設
、
操
業
が

開
始
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
活

動
が
活
発
化
し
、
企
業
の
進

出
が
一
層
本
格
化
す
る
も
の

と
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
時
代
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
人
口

の
減
少
な
ど
の
大
き
な
変
動
の
中
で
、
地
方
分
権

改
革
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
4
月
に
は
、
第
2
次
地
方
分
権
改
革
推
進

委
員
会
が
発
足
し
、
5
月
に
は
、
地
方
分
権
改
革

推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
「
地

方
が
主
役
の
国
づ
く
り
」
が
示
さ
れ
、
11
月
に
は

「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
が
公
表
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
お
お
む
ね
2
年
以
内
を

め
ど
に
勧
告
が
出
さ
れ
、
平
成
22
年
通
常
国
会
に

「
新
分
権
一
括
法
案
」
と
し
て
提
出
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
地
方
が
自
己
決
定
、
自

己
責
任
の
原
則
に
基
づ
き
、
自
ら
の
街
の
こ
と
は

自
ら
決
め
・
自
ら
行
い
・
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
が
大
変
重
要
な
時
代
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

新
し
い
年
を
迎
え
、
土
岐
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍

の
た
め
に
、
市
民
の
誇
り
で
あ
る
豊
か
な
緑
と
美

濃
焼
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
地
場
産
業
の
振
興

と
新
し
い
企
業
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
懸
案
の
諸
事
項
で
あ
り
ま
す
、

駅
周
辺
の
整
備
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
、

防
災
行
政
無
線
の
更
新
、
小
中
学
校
の
耐
震
整
備
、



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
、
わ
が
国
の
経
済
動
向
は
、
未
来
へ
の
明
る

い
展
望
を
持
て
る
状
況
ま
で
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

中
で
も
、
東
海
地
区
の
経
済
動
向
は
活
気
が
出
つ

つ
あ
る
と
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
市
の
地
場
産
業
で
は
、
先
行
き
不
透
明
の
中
、

景
気
浮
揚
を
図
る
べ
く
、
懸
命
の
努
力
が
な
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
一
方
で
は
、
恵
ま
れ
た
立
地
条

件
を
生
か
し
た
土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
、
土
岐
ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
へ
の
企
業
誘
致
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
、
進
出
企
業
が
操
業
を
開
始
す

る
年
と
な
り
ま
す
。
 

土
岐
市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の

簡
素
・
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

多
く
の
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
現
在
、

大
野
市
政
に
変
わ
り
実
質
最
初
の
年
と
な
る
市
政

運
営
の
中
、
市
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
昨
年
の
統

一
地
方
選
挙
に
お
い
て
新
た
な
議
会
構
成
に
変
わ

り
、
本
年
は
、
真
価
を
問
わ
れ
る
中
、
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議
会
活
動
を
進
め

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
4

月
の
議
員
定
数
の
削
減
や
「
土
岐
市
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
の
検
証
な
ど
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

一
昨
年
末
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
地
方
分
権

改
革
推
進
法
が
成
立
し
、
第
2
の
地
方
分
権
改
革

が
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
地
方
分
権

時
代
に
あ
る
べ
き
新
し
い
地
方
議
会
を
目
指
し
、

「
多
様
な
民
意
の
反
映
や
住
民
意
見
の
集
約
」
を

念
頭
に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と

思
う
街
」
を
目
指
し
前
進
す
る
た
め
に
、
豊
か
な

自
然
の
象
徴
で
あ
る
緑
と
土
岐
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
美
濃
焼
の
伝
統
を
守
り
、
新
し
い
産
業
の
複

合
化
を
両
輪
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
助
け
合
っ
て
築
き
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。
 

ど
う
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
 

上
下
水
道
・
道
路
河
川
の
整

備
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
な
ど
市
民
生
活
に
直
結

す
る
諸
施
策
を
着
実
に
進
め
、

土
岐
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
土
岐
市
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今
年
、 

年
男
年
女
の 

皆
さ
ん
に 

聞
き
ま
し
た
。 

1 ネズミ年生まれの、いいところは何ですか。 

2

23歳 1984年生まれ 

自分をおせち料理に例えると何ですか。 

3 今年、ぜひ挑戦してみたいことは何ですか。 

加藤由佳さん（肥田町） 

行動範囲が広いところ 
ネズミのようにチョロチョロと動いて、 

すぐにどこかに出掛けたり、習い事をしたりしています。 

 
だし巻き卵 
これからも自分を磨いて、味のある人間になっていき

たいと思っています。 

 
医療系資格の取得 
現在、大学在学中に取得した資格を生かし、働いてい

ます。今年は、自分のスキルアップのために医療系の資

格を取り、そこで得た知識を仕事の中で役立てていきた

いと思います。 

59歳 1948年生まれ 
佐納二三子さん（妻木町） 

35歳 1972年生まれ 

西村健司さん 
（下石町） 

かくれんぼが得意なところ 
狭くて暗い所が妙に居心地がいいから 

 

伊達巻き 
伊達という言葉の意味は、「粋」とか「男気」だそうで、そういう伊達な男になりたいですね。 

 

再チャレンジ 
私には３人の息子がいますが、実は自分自身も３人兄弟の長男なんです。これまで男ばかりで、

いわゆる家族に女気がない人生でして、一生に一度は女の子を育ててみたいのもありますし、今年

は絶妙のタイミングで女の子を・・・・・。 

47歳 1960年生まれ 

古田善宏さん（泉町） 

同級生 
厄年の行事・ＰＴＡの役員・同窓会などみんなが力を合わせ、

一つの目標に向かっていくことができたことに感謝しています。 

 

芋の煮っころがし 
若い人には人気がないが、年配の方に人気あり？ 

 

メタボリックシンドロームからの脱却 
今まで、好き放題飲み食いをし、ほとんど運動もしない日

が続いています。そろそろ年を考え暴飲暴食を止め、毎日　1　

時間程度のウオーキングをしていきたいと思っています。 

楽天的な行動派 
ネズミ年といっても千差万別ですが、私といえばじっとして 

いることが苦手な行動派です。楽天的で楽しくすることが大好きで、毎日明るく生きています。 

 

伊達巻き 
丸くて角がなく、色鮮やかでパッと明るくなりますよね。少し手前みそですが、まあダテに34

年仕事をしているわけではないのでご勘弁を！ 

 

週１回の休肝日 
挑戦といえるかどうか、お酒が好きなので週　1　回の休肝日を

取ることと、健康診断を欠かさないことです。還暦を迎えボチ

ボチ体をいたわってやらんと。孫たちとも、いっぱい遊びたい

し、そして何より人とのつながりを大切に、人生という旅を楽

しんで、みんなと笑って生きていきたいです。 

だ　て 

2008.1.1　広報とき 
4
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平成20・21年度に市が発注する物品購入などの入札（見積もり）に参加希望の方は、次の通り資格審査の申
請をしてください。 
建設工事および測量・建設コンサルタント業務については、岐阜県･ 市町村入札参加資格審査申請共同受け
付けで申請してください。 
市では、これをもとに審査を行い、指名に必要な名簿を作成し、この中から契約内容や参加者の能力などを
判断して、一般（指名) 競争、あるいは随意により契約を行います。 

詳しくは、総務課契約係（内線222・223）へどうぞ。 

平
成
19
年
第
5
回
市
議
会
定
例

会
は
、
11
月
26
日（
月
）に
開
会
し
、

平
成
19
年
度
土
岐
市
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
議
案
を
議
決
し
、

12
月
17
日（
月
）に
閉
会
し
ま
し
た
。
 

今
議
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
通
り
で
す
。
 

  
▽
平
成
19
年
度
土
岐
市
一
般
会
計

補
正
予
算
 

▽
同
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
 

▽
同
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
 

  ▽
土
岐
市
部
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正
 

▽
土
岐
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例
 

▽
土
岐
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
 

  ▽
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

規
約
の
変
更
 

  ▽
土
岐
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
同
意
 

▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
 

  ▽
平
成
18
年
度
土
岐
市
病
院
事
業

会
計
決
算
の
認
定
 

▽
同
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
 

  ▽
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
 

  ▽
平
成
18
年
度
土
岐
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
 

▽
同
曽
木
地
区
市
有
林
管
理
特
別

会
計
決
算
の
認
定
 

▽
同
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

の
認
定
 

▽
同
交
通
災
害
共
済
特
別
会
計
決

算
の
認
定
 

▽
同
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定
 

▽
同
自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
 

▽
同
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
の

認
定
 

▽
同
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
の

認
定
 

▽
同
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
 

▽
平
成
18
年
度
土
岐
市
・
瑞
浪
市

介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
決
算

の
認
定
 

▽
同
障
害
者
自
立
支
援
認
定
審
査

会
特
別
会
計
決
算
の
認
定
 

  ▽
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
も
　

”草

の
根
“
声
を
国
会
に
送
っ
て
い
た

だ
く
請
願（
不
採
択
） 



市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
2

月
17
日（
日
）に
開
催
す
る
「
第
46

回
土
岐
市
一
周
駅
伝
大
会
」
の
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

駅
前
通
り
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、

ゴ
ー
ル
の
市
役
所
を
目
指
し
て
、

初
春
の
土
岐
市
を
一
周
す
る
伝
統

の
大
会
で
す
。
 

今
回
も
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

   2
月
17
日（
日
）午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）
 

▽
開
会
式
＝
午
前
9
時
15
分
か
ら

文
化
プ
ラ
ザ
・
ル
ナ
ホ
ー
ル
で

開
催
 

▽
閉
会
式
＝
競
技
終
了
後
、同
ホ
ー

ル
で
開
催
 

   
①
一
般
の
部
＝
市
内
在
住
者
で
編

成
（
高
校
生
以
上
、
女
性
混
合

も
可
）
 

②
高
校
の
部
＝
市
内
の
高
校
単
位

ま
た
は
市
内
在
住
者
の
市
外
高

校
単
位
で
編
成
 

③
事
業
所
の
部
＝
市
内
の
同
一
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
で
編
成
 

④
中
学
の
部
＝
市
内
の
同
一
中
学

校
単
位
で
編
成
 

⑤
女
子
の
部
＝
市
内
の
高
校
・
中

学
校
単
位
ま
た
は
市
内
在
住
・

在
勤
の
女
子
で
編
成
（
高
校
生

以
上
の
参
加
も
可
）
 

※
こ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
は
オ
ー
プ

ン
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

   
監
督
1
人
・
選
手
10
人
（
8
区

間
）
 

   
一
般
お
よ
び
事
業
所
の
部
は
、

1
チ
ー
ム
4
千
円
、
高
校
・
中
学

お
よ
び
女
子
の
部
は
、
1
チ
ー
ム

3
千
円
 

   
1
月
22
日（
火
）（
必
着
）
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
内
線
2
7
7
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産

税
係
（
内
線
1
7
6
〜
1
7
 

9
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
 

申
告
期
限
は
1
月
31
日（
木
）

で
す
が
、
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。
税
務
課
資
産
税
係
へ
郵

送
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

   法
人
や
個
人
で
事
業
を
営
む

方
が
、
事
業
の
た
め
に
使
用
し

て
い
る
構
築
物
（
看
板
、
舗
装

な
ど
）、
機
械
・
装
置
、
運
搬

具
、
備
品
な
ど
の
資
産
を
指
し

ま
す
。
 

   土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用

資
産
の
う
ち
、
税
務
会
計
上
、

減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
有
形

固
定
資
産
が
償
却
資
産
で
す
。
 

た
だ
し
、
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
資
産
、

営
業
権
・
特
許
権
な
ど
の
無
形

固
定
資
産
を
除
き
ま
す
。
 

   前
年
度
も
申
告
を
さ
れ
た
方

は
増
減
資
産
の
申
告
を
、
新
規

で
申
告
さ
れ
る
方
は
、
全
資
産

の
申
告
を
所
定
の
用
紙
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 



詳
し
く
は
、
児
童
課
へ
ど
う

ぞ
。
 

平
成
20
年
度
（
平
成
20
年
4
月

か
ら
）
に
保
育
園
の
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
下
表
①
の

日
程
で
、
入
園
申
し
込
み
の
受
け

付
け
（
面
接
）
を
行
い
ま
す
の
で

申
込
書
と
必
要
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
お
子
さ
ん
同
伴
で
ご
来
園
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
申
込
書
な
ど
は
以
前
に

入
園
希
望
調
査
票
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
事
前
に
お
送
り

し
て
あ
り
ま
す
が
、
入
園
希
望
調

査
票
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、

提
出
さ
れ
て
も
申
込
書
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
児
童
課
ま
た
は
、

各
保
育
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

  
20
年
度
に
進
学
・
就
職
の
お
子

さ
ん
を
持
つ
母
子
・
寡
婦
家
庭
の

母
親
や
重
度
障
害
な
ど
に
よ
り
長

時
間
労
働
が
で
き
な
い
夫
を
持
つ

方
、
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の

児
童
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
で
進

学
・
就
職
さ
せ
る
こ
と
に
困
っ
て

い
る
方
 

  
下
表
②
を
参
照
 

  ①
就
職
支
度
・
就
学
支
度
＝
就
職
・
 

就
学
前
 

②
修
学
＝
随
時
（
た
だ
し
、
3
月

中
旬
以
降
の
申
し
込
み
は
、
貸

付
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
）
 

  
申
し
込
み
を
さ
れ
た
月
の
翌
々

月
の
下
旬
（
た
だ
し
、
3
月
中
旬

以
前
の
申
し
込
み
は
、
5
月
下
旬

と
な
り
ま
す
）
 

 
 

児
童
課
 

  ①
貸
し
付
け
に
は
、
連
帯
保
証
人

が
必
要
と
な
る
な
ど
の
条
件
や

審
査
が
あ
り
ま
す
。
 

②
貸
付
制
度
に
は
、
他
に
12
種
類

の
貸
付
金
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
 



マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
一
瞬
の
判
断
が
生

死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の

１
分
間
は
身
の
安
全
確
保
が
第
一
で
す
。

パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
揺
れ
を
感
じ
た
ら
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
下
に
身
を
隠
し
、
揺
れ
が
収
ま
る
の

を
待
ち
ま
す
。
座
布
団
な
ど
が
あ
れ
ば
、

頭
を
保
護
し
ま
す
。
 

大
き
な
揺
れ
の
中
で
は
思
う
よ
う
に
行

動
で
き
な
い
た
め
、
揺
れ
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
行
動
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

 揺
れ
が
小
さ
い
う
ち
は
直
ち
に
火
を
消

し
、
身
の
安
全
が

確
保
で
き
る
場
所

に
移
動
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
き
な

揺
れ
の
中
で
は
消

火
の
際
に
や
け
ど

の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
ま
ず
身
を
守

る
こ
と
を
優
先
し
、

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
で
消
火
し
ま
す
。

も
し
出
火
し
た
場
合
は
、
火
が
小
さ
い
う

ち
に
初
期
消
火
を
行
い
ま
す
。
 

 そ
の
ま
ま
布
団
を
か
ぶ
り
、
頭
を
保
護

し
ま
す
。
睡
眠
中
は
と
っ
さ
に
行
動
す
る

こ
と
が
困
難

な
た
め
、
普

段
か
ら
家
具

が
倒
れ
て
く

る
心
配
が
な

い
場
所
で
寝

る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 



年
末
年
始
は
夫
婦
で
過
ご
す
時
間
が
長

く
な
り
ま
す
。
大
掃
除
を
す
る
の
も
、
お

正
月
番
組
を
見
な
が
ら
お
せ
ち
料
理
に
舌

鼓
を
打
つ
の
も
一
緒
で
す
。
毎
年
恒
例
の

こ
と
で
す
が
、
初
め
は
そ
れ
な
り
に
楽
し

く
て
も
三
が
日
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、

「
ず
っ
と
一
緒
も
疲
れ
る
な
〜
」、
「
こ

の
人
、
一
日
中
テ
レ
ビ
を
見
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
る
だ
け
。
早
く
仕
事
が
始
ま
ら
な

い
か
な
〜
」
と
思
い
始
め
ま
せ
ん
か
？
ス

ト
レ
ス
と
ま
で
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
、
な

ぜ
か
疲
れ
る
。
こ
う
い
う
感
覚
は
日
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
影
響
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
 

と
あ
る
新
聞
に
、
20
歳
か
ら
59
歳
の
既

婚
男
女
を
対
象
に
し
た
興
味
深
い
調
査
結

果
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
「
平
日
1
日
の

夫
婦
の
会
話
時
間
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
30
分
以
下
と
答
え
た
人
が
全
体
の

約
4
割
を
占
め
た
そ
う
で
す
。
会
話
は
一

番
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す

が
、
わ
が
家
も
平
日
は
30
分
そ
こ
そ
こ
。

「
忙
し
い
か
ら
こ
の
く
ら
い
で
十
分
」
な

ん
て
思
い
つ
つ
、
記
事
を
読
み
進
め
て
驚

き
ま
し
た
。
会
話
時
間
30
分
以
下
と
答
え

た
人
の
う
ち
、
3
人
に
1
人
が
「
配
偶
者

に
あ
ま
り
愛
情
を
感
じ
な
い
」
ま
た
は

「
ほ
と
ん
ど
愛
情
を
感
じ
な
い
」
と
答
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
3
人
に
1
人
・
・
・

な
か
な
か
危
機
感
の
あ
る
数
字
で
す
。
 

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を

一
因
と
し
て
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
は
こ
の

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
主
人
在

宅
ス
ト
レ
ス
症
候
群
。
以
前
は
夫
が
定
年

退
職
し
た
後
の
熟
年
夫
婦
に
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
脱
サ
ラ
し
て
自

営
業
に
移
っ
た
り
、
不
況
に
よ
っ
て
残
業

や
接
待
が
縮
小
さ
れ
た
り
し
て
配
偶
者
の

家
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
強
い
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
、
体
に
変
調
を
き
た
す
場
合

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
家
庭

に
居
場
所
が
な
く
仕
事
が
終
わ
っ
て
も
家

に
帰
り
た
く
な
い
「
帰
宅
拒
否
症
候
群
」

な
ど
。
 

「
い
い
夫
婦
」
の
つ
も
り
で
も
、
忙
し

い
生
活
の
中
で
少
し
ず
つ
綻
び
が
出
来
て

く
る
も
の
で
す
。
大
切
な
人
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
本
年
は
夫

婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

に
努
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

ほ
こ
ろ
 



「興味を持って人物のおいたちやエピソードを、調
べてみましょう」と、教科書にも書いてあります。 

（答えは、次頁下です。） 

春
、
新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
毎
年
在
校

生
が
体
育
館
に
響
く
伝
統
の
歌
声
で
新
入

生
を
迎
え
入
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
新
入

生
は
、
3
年
生
の
歌
声
を
目
標
に
毎
朝
の

合
唱
練
習
や
合
唱
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
 

2
学
期
に
は
地
域
の
合
唱
指
導
の
先
生

を
招
き
、

そ
れ
ま

で
創
り

上
げ
て

き
た
歌

声
に
さ

ら
に
磨

き
を
か

け
ま
す
。
 

校
内

合
唱
祭

に
は
、

地
域
の

人
た
ち
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
、
学

級
・
学
年
・
全
校
合
唱
を
聴
い
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
合
唱
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

学
級
・
学
年
、
そ
し
て
学
校
全
体
と
し
て

の
仲
間
意
識
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
に
も
、
合
唱
は
「
西
陵
中
学
校
の

伝
統
」
と
し
て
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

西
陵
中
学
校
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
妻
木
・
下

石
町
の
町
民
運
動
会
・
夏
祭
り
・
神
社
の

祭
礼
・
花
壇
づ
く
り
・
文
化
祭
・
ウ
エ
ル

フ
ェ
ア
土
岐
の
福
祉
祭
り
の
お
手
伝
い
や
、

福
祉
学
び
塾
の
参
加
な
ど
、
今
年
度
は
、

1
4
0
人
の
生
徒
が
自
主
的
に
地
域
に
出

掛
け
、
地
域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

校
内
で
も
生
徒
会
が
中
心
に
な
り
、
学

校
行
事
へ
地
域
の
お
年
寄
り
の
方
を
招
待

し
た
り
、「
フ
ラ
イ
デ
ー
は
キ
レ
イ
デ
ー
」

と
称
し
て
、
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、
年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
で
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
西
陵
中
の
生

徒
の
活
動
は
、
地
域
の
方
に
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

江戸時代から明治の新しい社会へ変わったのは、ど
のような人々の働きがあったからか考えてみましょう。 





乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 

市民  
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
 

平成19年　1　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
 
 

市民 

　1　月25日（金）
 

  
　1　月28日（月） 
 
 
　1　月30日（水） 
 
 
 
　1　月28日（月）  
 

　1　月22日（火） 
 
　1　月25日（金） 

午前10時～11時30分 
 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
  

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  
 

午後　1　時～　2　時30分 

 
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 

東濃保健所 
 
保健センター 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定員：20人（先着10人まで
託児可能） 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

 
　1　月14日（月・祝） 

 

午前　9　時～午後　3　時 

櫻井歯科診療所 
肥田浅野笠神町
　2　－26 
（　○55　0369） 

受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

　1　．麻しんまたは風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことが
ないお子さんは、　1　月15日（火）までに保健センターへお申し込みください。 

※接種は、　2　月からですが、　1　月25日（金）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予
約してください。 

　2　．麻しんまたは風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防接
種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

①フライパンに油を熱し、鶏ひき肉の半量をいため、砂糖、しょうゆの半量と酒を加えていり煮にする。 
②残りのひき肉と砂糖、しょうゆ、卵、みそをすり鉢で混ぜ、滑らかになったら①、パン粉を加えてさらにすり混ぜる。 
③松の実を混ぜ、流し型（バットなどでもよい）に入れて表面を平らにし、200℃に熱したオーブンで15～20分ほど焼く。 
④冷めたら型から外し、扇形に切る。片方にみりんを塗って青のりを付ける。 

・鶏ひき肉　　　200g　 ・みそ　　　大さじ　1　 
・砂糖　　　大さじ　2　 ・パン粉　　大さじ　5　 
・しょうゆ　大さじ　1　 ・松の実　　大さじ　1　 
・酒　　大さじ　1　／　2　 ・青のり　　　　適量 
・卵　　　　　　　1　個 ・みりん　　　　適量 

①固ゆで卵を作る。 
②殻をむき、卵白と卵黄と分け、それぞれ裏ごしし、卵白にＡを混ぜ、卵黄にＢをふんわり混ぜる。 
③流し型に②の卵白を軽く押さえながら敷き詰める。 
④その上に卵黄を押さえ付け過ぎないように乗せ、蒸気の上がった蒸し器で　8　分ほど蒸す。 
⑤型から外して切り分ける。 

・卵　6　個 
　Ａ砂糖　　　　大さじ　1　・　1　／　2　 Ｂ砂糖　　大さじ　1　　 
　　塩　　　　　少々 　塩　　　少々 
　　かたくり粉　小さじ　1　／　2　 



市では、下記の通り成人式典を開催
します。対象となる方には、12月初旬
に案内状を発送していますが、案内状
のない方でも、当日受け付けできます。 
◆日時　　1　月14日（月・祝）午前10時30
分～（受け付け＝午前10時～） 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆対象　昭和62年　4　月　2　日～昭和63年
　4　月　1　日生まれの方 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　2　月15日（金）午前10時～午後
　4　時 
◆場所　文化プラザ 
◆対象　18歳以上の方 
◆定員　　6　人（先着順）　※事前に予約
が必要 
◆内容　療育手帳の新規申請・更新 
◆主催　岐阜県知的障害者更生相談所
申し込みなど詳しくは、福祉課へ。 
 
 
 
 
県内で適用される、岐阜県最低賃金

と産業別の最低賃金が下記の通りに改
正されました。 
◆岐阜県最低賃金（時間額）　685円
（10円引き上げ）　※効力発生日は、
平成19年10月19日です。 
◆産業別最低賃金（時間額）　　紡績
業＝700円（　6　円引き上げ）　　電気
機械器具、情報通信機械器具、電子部
品・デバイス製造業＝758円（11円引
き上げ）　　自動車・同附属品製造業＝
796円（11円引き上げ）　　航空機・
同附属品製造業＝849円（　9　円引き上
げ）　　陶磁器・同関連製品、耐火物
製造業＝714円（据え置き）　※効力
発生日は、いずれも平成19年12月17日
です。 
詳しくは、岐阜労働局賃金室へ。 

●うつ病「家族教室」 

◆日時　　1　月18日（金）午後　2　時～　4　時 
◆場所　ホーリークロスセンター（泉
岩畑町　3　－　2　・聖十字クリニック内） 
◆対象　うつ病の患者さんを持つご家
族、ご親戚 
◆演題　「うつ病患者への家族による
サポートのあり方」 
◆講師　井川真氏（聖十字病院副院長） 
◆参加費　無料 
◆締め切り　　1　月15日（火） 
●ひきこもり学習会 
◆日時　　1　月29日（火）午後　1　時30分～
　3　時30分 
◆場所　東濃西部総合庁舎 
◆対象　引きこもりの方を持つご家族、
一般 
◆演題　「ひきこもり～こころの病の
見え隠れ～」 
◆講師　村上俊仁氏（聖十字病院医師） 
◆参加費　無料 
◆締め切り　　1　月21日（月） 
申し込みなど詳しくは、東濃保健所

健康増進課（　○23　1111・内線361）へ
どうぞ。 
 
 
 
 
明治時代から大正時代に美濃で焼か

れた上絵の小皿約430点を取り上げ、
その技法を紹介します。 
◆会期　　1　月　6　日（日）～　3　月30日（日） 
◆場所　岐阜県陶磁資料館 
◆入館料　　大人300円　　大学・高
校生200円　　中学生以下無料 
※15人以上の団体は、　2　割引 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（　1　月
14日・　2　月11日を除く）、　1　月15日（火）・
16日（水）・　2　月12日（火）・13日（水）・
　3　月21日（金） 
◆開館時間　午前　9　時30分～午後　5　時
（入館は、午後　4　時30分まで） 
詳しくは、（財）岐阜県陶磁資料館
へどうぞ。 

器の姿を表現する言葉と茶会記に登
場する器をたよりに、織部となるまで
の過程を館蔵品を中心に紹介します。 
◆会期　　2　月17日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
※20人以上の団体は、割引制度有り 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（　1　月
14日・　2　月11日を除く）、　1　月15日（火）・
　2　月12日（火） 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分 
（入館は、午後　4　時まで） 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 
 
 
 
 
●国の事業ローン 

◆融資金額　4,800万円以内 
◆返済期間　　運転資金　5　年以内 
　設備資金10年以内 
◆金利　2.3％～（固定金利・平成19
年12月12日現在） 
●国の教育ローン 

◆対象　高校・大学・短大・大学院・
専修学校など、融資の対象となる学校
に入学・在学するお子さんの保護者 
◆融資金額　　1　人200万円以内 
◆融資期間　10年以内（母子家庭・交
通遺児家庭の方は、　1　年の延長が可能） 
◆利率　年2.5％（平成19年12月12日
現在） 
◆返済方法　毎月元利金均等払（ボー
ナス時増額返済も可） 
申し込みなど詳しくは、国民生活金
融公庫多治見支店（　○22　6341）へ。 
 
 
次の方からご寄付をいただきました。

温かい善意をありがとうございました。 

■恵風荘に　陶都信用農業協同組合様＝
精米100kg 
■社会福祉向上のために　　土岐市理
容組合様＝金55,000円、タオル110本 



あすなろ家庭通信学級では、下記の
通り「あすなろ冬季スクーリング」を
行います。子育て奮闘中の学級生や子
育てに悩みをお持ちの方、講師を囲ん
で悩みを解決しましょう。 
◆日時　　2　月　8　日（金）午前10時～正午
（受け付け＝午前　9　時30分～） 
◆場所　土岐津公民館 
◆講師　伊東信彦氏（中京短期大学教
授）、林鎭代氏（同教授）、布施佐代子
氏（同准教授） 
◆参加料　無料 
◆申し込み　　1　月25日（金）までに、生
涯学習課ヘお申し込みください。 
★当日、参加者のお子さんの世話をす
る託児ボランティアがあります。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 
市内の郵便局では、書き損じなどで

不用となった郵便はがきを募集してい
ます。 
切手に換え、市社会福祉協議会へ寄

付させていただきます。 
◆受付場所　市内郵便局窓口 
◆締め切り　　1　月31日（木） 
詳しくは、市内各郵便局へどうぞ。 

文部科学省所管の（財）国際青少年
研修協会では、国際性を養うことを目
的とした海外派遣事業の参加者を募集
しています。 
●高校　3　年生から大人のための冬期海

外派遣 

◆内容　ホームステイ、語学研修、異
世代交流、教育現場見学、ボランティ
ア体験、文化交流会など 
◆派遣先　アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、カンボジア 
◆対象　高校　3　年生～大人 
◆参加費　290,000円～368,000円 
（共通経費は別途） 
◆締め切り　　1　月17日（木） 
●小学生から高校生のための春休み海

外派遣 

◆内容　ホームステイ、学校体験、英
語研修、野外活動、ボランティア体験、
文化交流、地域見学など 
◆派遣先　アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、ニュージーラン
ド、フィジー、韓国 
◆対象　小学校　2　年生～高校　3　年生 
◆参加費　138,000円～360,000円 
（共通経費は別途） 
◆締め切り　　2　月　7　日（木） 
日程や申し込みなど詳しくは、（財）
国際青少年研修協会（　03-3359-8421）
へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
◆日時　　2　月24日（日）　①甲種・乙種
第　4　類＝午前10時～　②第　4　類以外の 
乙種・丙種＝午後　1　時30分～ 
◆場所　多治見工業高等学校 
◆申し込み　　1　月　9　日（水）～18日（金）
に、市消防本部または南消防署に備え
付けの願書に必要事項を記入の上、お
申し込みください。 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 

◆日時　　2　月17日（日）午前　9　時30分開
会式（受け付け＝午前　9　時～） 
◆場所　セラトピア土岐 
◆参加資格　市内在住・在勤・在学の
方 
◆部門　　ダブルス男子　1　部・　2　部　
　ダブルス女子　1　部・　2　部　　シング
ルスジュニアの部　※　2　部への参加は、
経験年数が　2　年未満の方と中学生 
◆参加料　　小・中学生＝　1　人500円
　高校生・一般＝　1　人1,000円　※当
日徴収 
◆申し込み　　1　月27日（日）までに、電
話で、市バドミントン協会・鈴木嘉正
さん（　○54　4598）へお申し込みくだ
さい。 
詳しくは、同協会・鈴木さんへ。 
 
 
 
 

●現場監督者・職長等安全衛生教育 

◆日時　　1　月24日（木）・25日（金）の
　2　日間、午前　9　時～午後　5　時（受け付
け＝午前　8　時45分～） 
◆場所　多治見美濃焼卸センター（多
治見市旭ヶ丘10-6） 
◆定員　72人 
◆受講料　9,400円（テキスト代含む。 
会員は、テキスト代のうち500円を補
助） 
◆締め切り　　1　月17日（木） 
●酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

技能講習 

◆日時　　2　月　4　日（月）～　6　日（水）午前
　9　時30分～午後　5　時（受け付け＝午前
　9　時～） 
◆場所　多治見美濃焼卸センター 
◆定員　100人 
◆受講料　13,310円（テキスト代含む。 
会員は、テキスト代のうち500円を補
助） 
◆締め切り　　1　月28日（月） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労

働協会へどうぞ。 

 

 
「110番」は、警察と皆さんとの
緊急用のホットラインです。正し
く使いましょう。 
言語・聴覚の不自由な方は、

「メール110番（アドレス　gifu@ 
gifu110.jp）」をご利用ください。 
（メールの場合は、各電話会社の
契約に応じた通信料が掛かります） 




